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こ
の
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
・
」
は
僕
が
入
れ
た
が
、
編
集
委
員
会

か
ら
提
示
さ
れ
た
ま
ま
の
も
の
で
あ
る
。
個
人
誌
『
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク

の
髭
』
に
よ
っ
て
、「
現
代
児
童
文
学
史
」
に
と
り
か
か
っ
て
い
る
僕

に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
注
文
だ
が
、
評
論
の
歴
史
を
考
え
る
と
な

る
と
、
読
者
の
た
め
に
も
、
僕
自
身
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
「
現
代
」

以
前
の
児
童
文
学
評
論
・
研
究
の
歴
史
の
素
描
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。
と
い
う
こ
と
で
、
近
代
に
お
け
る
日
本
の
児
童
文
学
評
論
・
研

究
の
軌
跡
を
概
観
し
て
み
た
い
。

一
九
八
七
（
第
一
期
）・
八
八
（
第
二
期
）
年
だ
か
ら
、
す
で
に
三

十
年
が
経
過
し
て
い
る
が
、
久
山
社
か
ら
滑
川
道
夫
・
監
修
、
冨
田

博
之
、
上
笙
一
郎
の
編
集
で
、「
復
刻
叢
書　

日
本
の
児
童
文
学
理
論
」

（
全
二
十
巻
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。（
以
下
、
原
本
の
表
題
や
引
用

も
旧
字
を
新
字
に
、
表
記
は
現
代
仮
名
遣
い
に
改
め
て
い
る
。）
こ

の
叢
書
は
、
明
治
（
一
冊
の
み
）
か
ら
大
正
、
昭
和
・
戦
前
（
太
平

洋
戦
争
戦
時
下
を
含
む
）
ま
で
の
主
な
児
童
文
学
理
論
書
を
一
挙
に

復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
僕
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
に
よ
っ
て
、

こ
の
時
期
の
研
究
・
評
論
書
を
初
め
て
手
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
に
は
別
巻
『
児
童
文
学
研
究
の
軌
跡
』
が
あ
り
、
そ
の
最
初
に

上
笙
一
郎
が
「
総
説　

日
本
の
児
童
文
学
研
究
」
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
に
ま
っ
た
く
疎
い
僕
と
し
て
は
、
し
ば
ら
く
こ
の
上
論

文
な
ど
の
助
け
を
借
り
て
書
く
こ
と
に
な
る
。

日
本
で
初
め
て
「
児
童
文
学
研
究
者
」
と
呼
べ
る
人
が
誰
な
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
蘆
屋
重
常
（
蘆
村
、
一
八
八
六
～

一
九
四
二
）
と
い
う
こ
と
で
落
ち
着
く
。
復
刻
叢
書
に
も
、
第
一
期

二
巻
に
『
教
育
的
応
用
を
主
と
し
た
る
童
話
の
研
究
』（
大
正
2

年
）
と
第
二
期
六
巻
に
『
国
定
教
科
書
に
現
れ
た
る
国
民
説
話
の
研

究
』（
昭
和
11
年
）
と
、
た
だ
一
人
二
冊
が
採
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で

な
く
、
や
は
り
二
十
巻
に
加
え
ら
れ
て
い
る
日
本
童
話
協
会
編『
童
話

史
』
の
中
心
的
執
筆
者
で
も
あ
る
。
二
十
巻
の
中
で
も
っ
と
も
時
代

現
代
児
童
文
学
評
論
史
・
事
始
め

藤
田 

の
ぼ
る
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